画家の目、彫刻家の手
ブリヂストン美術館（東京・京橋）　2014.01.18〜04.13
　画家は絵画を描き、彫刻家は彫刻を制作するが、その両方を合わせて鑑賞すると、それぞれの特徴が際立ってくるといわれている。本展覧会は、「ブリヂストン美術館」が所蔵している絵画と彫刻「約160点」のコレクションを一挙に展示する催しである。
　ポスターの絵画は、「ギュスターヴ・モロー」（1885〜90年頃のグワッシュ、水彩・紙の作品）＜化粧＞で、あでやかな東方風の女性が、鮮やかな色彩の豪奢な織物と美しい宝石を身につけて、柱と衝立に物憂げにもたれかかっている。作品のモデルの女性は、装いを整え終えたばかりに葡萄の房のような瑠璃色の耳飾り、腰帯も重たげにまとっている容姿で、絵の具のにじみやたまりを多用した大胆さと、繊細な素描のバランスが絶妙である。
画伯「モロー」の有名なことばに、“自分は目に見えるものも、手に触れるものも信じない。目に見えないもの、ただ、感じることができるものだけを信じる”があり、一つ一つの色が深い輝きを持って互いに響き合い、やがて全体が一つメロディ化するドラマティックで演劇性に富んだ絵画を制作している。
　その他の展示作品は、「ドガ」＜踊りの稽古場にて＞、「モネ」＜黄昏、ヴェネツィア＞、「ルノアール」＜少女＞、「佐伯祐三」＜ガラージュ＞、などの絵画と彫刻で、ポスターの写真の彫刻は、「ブールデル」作のギリシャの詩人ホメロスの叙事詩「オデッセイア」の主人公「オデュッセウス」の妻＜ベネローブ＞(1909年、高さ118.8cm)のブロンズ像である。
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